
 

2021 鈴鹿クラブマンレース
Ｓ－ＦＪ 鈴鹿シリーズ 第３・４(リバースグリッド)戦 

２０２１年 ６月１９・２０日  天候:晴れ  参加２４台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト ： はた☆なおゆき 

2021 シーズンのほぼ折り返しとなる、6月 19〜20 日に「鈴鹿クラブマンレース第３戦及び第

4戦」が開催され、24台がエントリーした。 

今大会は２レース制となっており、レース 1のシリーズ第３戦は 10 周で競われ、レース 2の

シリーズ第４戦は 12 周で競われるとともに、トップ 6のリバースグリッドとなるのが最大の

特徴。なお、タイヤは２セット、どのタイミングで投入しても良いとされている。 

鈴鹿サーキットでリバースグリッドのレースが行われるのは、今年で３回目となるが、過去

２回はいずれも連勝が飾られ、つまりレース 1 のウィナーは６番グリッドからのスタートで

あっても、オーバーテイクを重ねてレース 2 で再びトップに立っていた。果たして「二度あ

ることは三度ある」となるのか、大いに注目された。 

土曜日はあいにくの雨模様で、予選がキャンセルされてしまう。しかし、日曜日には天候は

すっかり回復し、順延された予選こそ路面の一部にウェットパッチを残していたが、決勝 2

レースは完全なドライコンディションの下で、いずれも激しく素晴らしいバトルが繰り広げ

られた。 

 



《公式予選》 

日曜日に順延された予選は早朝８時から、当初の予定どおり 20 分間の計測で競われた。未明

まで降り続いた雨が路面に残ることが懸念されたが、土曜日の荒天が嘘のように晴れ渡り、

路面状態は急速に回復。全車ドライタイヤを装着しての走行となった。 

最初に 2 分 17 秒台に乗せて、トップに立ったのは上野大哲選手。次の周には 2 分 16 秒 357

をマークし、これに続いたのはポイントリーダーの岡本大地選手で 2分 16 秒 520。その岡本

選手は１周をクールダウンに充てると、一気に 2分 15 秒 605 にまで短縮を果たし、トップに

躍り出ることとなった。その周には佐藤巧望選手も 2分 15 秒 985 を記録して、２番手に浮上

する。３番手となった上野選手が、その後 2分 16 秒 175 にタイムを刻むも、ポジションはそ

のまま。全体的に温度の急速な上昇により、終盤は岡本選手も含め、タイムは伸び悩むなか、

ひとりデビュー２戦目となる、居附明利選手が 2 分 16 秒 583 を記録し、４番手に浮上する。

ここまでがトップから 1 秒差。以下、高木悠帆選手、八巻渉選手、冨田自然選手の順で続く

も、八巻選手と冨田選手は走路外走行により、当該タイムが採用されず。八巻選手はポジシ

ョンそのままながら、冨田選手はひとつポジションを下げて、森山冬星選手と入れ替えるこ

ととなった。 

ポールポジションは岡本選手が獲得。今年も３戦連続で、最前列グリッドから決勝レースに

臨むこととなった。 

 

ポールポジション：岡本大地選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 

「路面はちょっと難しくて、ウェットパッチも残って

いました。東は大丈夫だったんですが、西のスプーン

２個目、出口とかに残っていて、それでも走行に支障

ないぐらいの濡れ方だったんです。でも、そのドライ

部分も金曜日のドライとは雰囲気が全然違って、ニュ

ルニュルするというか、反応が鈍いんで一発で決め込

むのが難しかったですね。金曜日から佐藤選手と、そ

んなに差がないのは分かっていて、むしろあっちの方が速そうな雰囲気があったので、いつ

もはひとりで走っていたんですが、今回はスリップを使う位置を目指しました。コンマ 3 秒

って、たぶんスリップ分。今週は楽に勝てないと思います。かなりバチバチのレースになり

そうです」 

 

予選２番手：佐藤巧望選手（MYST.KK-SII.制動屋） 

「出た位置取りは悪くなかったんですが、ウォームア

ップがうまくいかなくて、サクセスの２台の後ろに行

くつもりが、前のクルマ抜けなくて諦めて後ろに下が

ったら、何気に前のクルマのアタックラップで。追い

つき過ぎちゃって、けっこう納得してない予選ではあ

りましたね」 

 



予選３番手：上野大哲選手（SACCESS RACING ES） 

「最初からギリギリで１コーナー行っていたんです

が、ベストを出したラップは若干奥に行き過ぎて、そ

れでブレーキがきつく残っていてリヤが抜けたって感

じでした。ちょっとだけ粘ったんですけどね。もうち

ょっとタイムは出た感触はあったので、決勝は落ち着

いて走ります」 

 

《第 3戦 決勝レース》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予選では一部が濡れていた路面も、レース１ことシリーズ第３戦が行われる頃には、すっか

りドライコンディションに。上空には青空も広がり、まさに絶好のレース日和となっていた。 

注目のスタートを、そつなく決めて１コーナーへのホールショットを決めたのは岡本選手。

これに続いたのは佐藤選手と上野選手で、オープニングラップのうちに早くも後続を引き離

していく。そうなった理由のひとつが、４番手の居附選手がエンジンストールで、完全に出

遅れてしまったこと。だが、大きな混乱は生じず、八巻選手と高木選手、森山選手が順位を

上げていく。 

せっかく築かれたトップグループも、２周目

には崩されてしまうことに。言うまでもな

く、岡本選手が逃げ始めたからだ。さらに３

周目の１コーナーでは上野選手が、佐藤選手

をかわして２番手に浮上する。３周目までは

差を徐々に広げつけていた岡本選手だった

が、４周目からは上野選手のペースの方が勝

るように。岡本選手のエンジンが吹けなくな



っていたのが原因だ。 

６周目からは岡本選手と上野選手が、完全に

テール・トゥ・ノーズ状態に。何度も揺さぶ

りをかける上野選手だったが、そのつどガー

ドを固めて岡本選手は逆転を許さず。しかし、

その状況は最後まで続かなかった。最終ラッ

プのスプーンでピタリと合わせた上野選手は、

バックストレートで岡本選手をかわして待望

のトップに浮上！ ２年目の上野選手が、初

優勝を飾ることとなった。 

3 位、4位は単独走行だった佐藤選手、八巻選手が

獲得し、そして 5 位は森山選手の追撃をかわした

高木選手。その結果、レース２／シリーズ第４戦の

ポールポジションは、森山選手の掌中に収まるこ

ととなった。7位は冨田選手、そしてほぼ最後尾ま

で後退していた居附選手は、激しい追い上げによ

って 8位でフィニッシュしていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レース 1 優勝：上野大哲選手（SACCESS RACING ES） 

「やっと勝てました！ 岡本選手はガス欠のようだったので、ところどころ。最終ラップだ

けに絞っていました。前に出られるチャンスは何回かあったんですけど耐えて、最後に抜け

るように、ってやりました。とりあえず連勝止められて良かったです、ほっとしたって感じ

ですね。次のレースはリバースグリッドですが、抜くだけなので。ペースもいいので、抜い

ていきます」 



 

レース 1 2 位：岡本大地選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 

「エンジンか、電気系か分からないですけど、エンジンが吹けなくなって。最初の２、３周

は良かったんですが、４周目以降から周を重ねるごとに、どのコーナーでも出るようになっ

て、ちょっと無理ですね。エンジンだったら第２レース厳しいので、何がダメなのか調べて

もらいます」 

 

レース 1 3 位：佐藤巧望選手（MYST.KK-SII.制動屋） 

「もちろん 3 位じゃ嬉しくないです。あんなに後ろからあおられるなんて、予想外でした。

僕はユーズドタイヤで、向こう（上野選手）はニュータイヤだったので、その差かと思いま

す。次はニュータイヤなんで、今度こそ」 

 

《第 4戦 決勝レース》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前述のとおりレース２ことシリーズ第４戦のグリッドは、トップ 6 のリバースグリッドとな

り、７番手以下はレース 1 の順位で決められる。ポールポジションからスタートするのは森

山選手で、以下、高木選手、八巻選手、佐藤選手、岡本選手、そして初優勝を飾ったばかりの

上野選手という順になる。 

注目のスタートで、１コーナーへのホールショットを決めたのは森山選手。これに高木選手

が続いていたが、３番手につけていたのは岡本選手だった。その勢いで岡本選手は 130R で高

木選手をかわして２番手に浮上。１周目を

終えた時点でトップとの差はコンマ 8 秒

だったが、３周目の１コーナーでは森山選

手を抜いて、早くもトップに躍り出る！ 

４周目の１コーナーでは佐藤選手が２番

手に。 

一方、連勝を狙った上野選手のペースが今

ひとつ。メーカーディスプレイが機能せ



ず、勘でのシフトチェンジを余儀なくされていたためだ。２周目にはチームメイトでもある、

居附選手の先行を許し、７番手に後退。 

その居附選手の勢いが止まらず、４周目に

は八巻選手を、７周目には高木選手を抜い

て４番手に浮上する。その時点で 1秒半ほ

どあった森山選手との差も徐々に詰めて

いき、11 周目の１コーナーで３番手にま

で躍り出た。 

一方、その頃、また岡本選手のペースが鈍

り出す。今度はミッションにトラブルが発

生。一時は 3 秒に達したリードが 1 秒を切るまでに詰まるも、辛くも岡本選手は佐藤選手を

振り切り、鈴鹿シリーズ今季３勝目をマークした。 

 

2 位は佐藤選手で、ここまでの４戦すべて表彰台に上がっているも、またも一番上に立てず、

がっくり肩を落とす様子があまりに印象的だった。 

そして居附選手はデビュー３戦目にして初の表彰台へ。レース 1 のエンジンストールがなけ

れば、また違った展開もあっただろう。惜しくも表彰台には届かず、森山選手が 4 位。トラ

ブルのリカバリーなった上野選手が 5位で、冨田選手が 6位となった。 

 

次回のレースは 7月 24〜25 日に開催される。連勝はストップしたが、岡本選手の快進撃はま

た続くのか、喉から手が出るほど優勝が欲しい、佐藤選手の逆襲はなるか。そして表彰台を

獲得した居附選手の勢いは、あるいは上野選手の２勝目なるか、見どころいっぱいのレース

になるのは間違いなさそうだ。 



 
 

レース 2 優勝：岡本大地選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 

「終盤のペースが鈍ったのは、４速から３速に落ちにくくなってい

たからで、1〜２コーナーは４速固定で回っていました。まさに試練

だったんですけど、なんとか耐えました。エンジンの方は問題なく、

スロットルボディの交換で対処してもらいました。アクセル全開な

のに、全開になっていない状態だったようです。年間を通じ、全部

勝った人はいないというジンクスもあるので、ちょっと肩の荷も下

りたかな、って今そんな気持ちです」 

 

レース 2 ２位：佐藤巧望選手（MYST.KK-SII.制動屋） 

「また 2位です……。スタートで岡本選手に前に出られなかったら、

違った展開もあったかもしれません。無理やり抜こうと思ったら行け

たかもしれないんですけど。スタートで前に出られたのが、いちばん

の敗因だったのかと。後半のペースは良かったんで、あと３周ぐらい

あったら……と思いますけど、向こうも悪くなかったので、徐々にし

か追いつけなくて、この結果という感じです」 

 

レース 2 ３位：居附明利選手（SACCESS Racing） 

「レース２はスタートだけに集中して、ミスしてもいい、１個、２個、

順位を落としてもいいから、とりあえずストールはしないようにと。

落ち着いて、スタートを決めることができました。走り出してからは

前だけに集中して、あんまりミラーは見ず、自分の得意なところを頑

張って、前を追いました。初表彰台です、次の 7月には優勝目指して

頑張ります」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


